




湯 川 宗 紀
要 旨
美山町の町おこしを行政職員の視点からとらえ直すことにより,これまで語 られてこなかった町お
こしの様々な事例,そ してそれらを取 り巻 く中心一周辺の構造を考察した。
町を実際運営していく職員達にとって,成功例と称賛されるグリーン・ツーリズムによる町おこし
は,それを目的(ゴ ール)と してなされたものではなく,常 に中心から突きつけられる選択肢を,作
り替え,組 み替えながら失敗 といわれるような取 り組みも重ねた結果,そ こに至ったものであり,美
しい物語として完結されるものではなく,町を持続させていくための一つの手段であり,通過点であっ
た。







































C氏…)・性別 ・年代 ・居住地区(知 井地区,
宮島地区等)を 表記することにとどめる。
1美 山町 の町お こ しと




































エコ・ツーリズム,フ ァーム ・ツー リズム,
ルーラル ・ツーリズムなど様々な概念があるな
























下,五 全総)が 閣議決定された。 この五全総の
特徴の一つに 「伝統」 というものがある7)。こ


















源に依存 していたが,グ リーン・ツー リズムで
は,普 通の農村のあるがままの姿が資源 とな
る8)。



































により知井村 ・平屋村 ・宮島村 ・鶴ヶ丘村 ・大



























































































この取 り組みは第一期,第 二期,第 三期とあ
らか じめ想定されていたわけではな く,試行錯


















































































































































員E氏),これらの住民の要望 に対 し,行 政側
は予算をつけ事業化 し,今 日の新産業へ と続い




























































色 々と,ま た政治的な判断 もあって…。
























































り,中心に振 り回され続けなが ら地域を運営 し















的な面 も含 めた支援が行われ,町 を挙げて,
「守 っていく」 という方針が取 られているが,
ではなぜこれだけの 「茅葺き民家群」が残った
のか,と いう問いについて集落住民,ま た集落
外の住民 も異口同音に先ず経済的理由,つ ま り
貧困か ら茅葺き民家が残ったことを挙げる16)。
冒頭で述べたように,美山町には鉄道が通っ
てお らず,近 隣の駅は西隣の町にあ り国道も町
中西部を縦断 している。そのことによって,元
町議H氏によれば町東部に位置する知井地区は
開発か ら 「忘れ去 られた地域」という認識を持
たれていた。経済的な理由によ り地元 で言 う











ども,(中略)貧 乏 して苦労して,子 供育













ては 「頑 として,茅葺きの,そ んなみすぼらし
いものは潰 したらええんや,と いうのが持論で



































































リズム,そ して住民の 「『芦生で暮 らしたい』
という強い思い」(坂本1993:36)によって
開発計画を阻止した芦生ダム問題。この二つの


































































し 「振興会 の設立 と住 民主 導の町お こ し」19)に
取 り組み始めてい る。
だが,こ れまでの町おこ しがそうで あった よ
うに,問 題 は山積 し,そ してまた予測 して いな
か った問題 が立 ち上 が って来 るであろう。 しか
し,自 ら振 興会の事務局長 も務 める町職員の上
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